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-フランスのルスキュール報告書第 1 巻の構成と 80 項目の提言- 
 
























Summarized Japanese translation of volume 1 of Lescure Report which was submitted to French President 
and Minister of Culture on May 13 2013. The volume consists of three parts : A. Public access to online 
cultural works and offers, B. Creators’ rewards and fundraising for creation, C. Protection and adaptation 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                
16 260頁（資料Ｂ-5末尾の提言37）では、ここに「幅
広い協議に基づいて」が入る。 






















































会計(compte de soutien à la transition 











































































































































































































































































                                                
21 PLAteforme de Transfert des Ouvrages 
Numériques（デジタル作品転送プラットフォーム）。
フランス国立図書館が2010年６月から運用しており、
出版社から提供された作品のデジタルデータをストッ
クし、視覚障害者を支援する一定の施設や法人の求めに
応じ、メタデータを付して転送する。施設や法人は、点
訳終了後に元のデータを消去しなければならない。442
頁。 
22 オンデマンド印刷がその代表例。453頁。 
23 455頁によれば、クリエイティヴ・コモンズ・ライ
センス、オープン・ナレッジ・ファウンデーションの
ライセンス、GPLライセンス等の総称。 
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提言77. 集中管理団体の認可更新の機会を利用
し、団体に対し、会員が管理作品を自由ライセン
スに委ねうる旨を定款に規定することや、また、
会員向けに自由ライセンスの活用に関する研修を
実施することを推奨する。 
 
提言78. 公の補助金を受けたプロジェクトにお
いて、自由ライセンスの採用を奨励する。そのた
めに、例えば、自由ライセンスの下に公開すべき
作品の比率の最低限度を設ける。 
 
3. メタデータへのアクセスを容易にする（39
頁） 
 
資料C-14. 文化的メタデータ（461～471頁） 
 
提言79. 納本等を受け付ける公的機関の監督の
下、集中管理団体および職業団体と協力して、メ
タデータのオープンなレジストリを創設する。実
行可能性に関する研究を立ち上げ、関係各所に、
以下のような計画を周知する。１）作品および権
利者の特定のためのポータルサイトの創設、２）
簡素化された許諾付与手続の案出。 
 
提言 80. 製作およびデジタル化のためのあ
らゆる補助金に、レジストリの管理者が推奨す
る形式のメタデータを提供するという条件を
付す。 
 
 
(2013年 9月30日受付) 
(2013年 12月 18日採録)
